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１【四半期報告書の訂正報告書の提出理由】
当社は、関西支店において不適切な会計処理が行われた懸念について、当社と利害関係のない弁護士及び公認会計士

による「外部調査委員会」を設置し調査を進めてまいりました。平成25年９月９日、外部調査委員会から調査結果の報

告を受け、財務諸表の修正等、必要と認められる訂正を行うことといたしました。

これらの決算訂正により、当社が平成24年８月10日に提出いたしました第87期第１四半期（自 平成24年４月１日 

至 平成24年６月30日）に係る四半期報告書の一部を訂正する必要が生じましたので、金融商品取引法第24条の４の７

第４項の規定に基づき、四半期報告書の訂正報告書を提出するものであります。

なお、訂正後の四半期財務諸表につきましては、有限責任監査法人トーマツにより四半期レビューを受けており、そ

の四半期レビュー報告書を添付しております。

また、四半期財務諸表の記載内容に係る訂正箇所については、XBRLの修正も行いましたので併せて修正後のXBRL形式

のデータ一式（表示情報ファイルを含む）を提出いたします。

　

２【訂正事項】
第一部　企業情報

第１　企業の概況

１　主要な経営指標等の推移

第２　事業の状況

３　財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

第４　経理の状況

１　四半期財務諸表

(1）四半期貸借対照表

(2）四半期損益計算書

注記事項

（セグメント情報等）

（１株当たり情報）

　

３【訂正箇所】
　訂正箇所は＿＿＿線を付して表示しております。
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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

（訂正前）

回次
第86期
第１四半期
累計期間

第87期
第１四半期
累計期間

第86期

会計期間
自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日

自　平成24年４月１日
至　平成24年６月30日

自　平成23年４月１日
至　平成24年３月31日

売上高（百万円） 11,111 13,436 58,157

経常利益（百万円） 515 348 1,032

四半期（当期）純利益（百万円） 280 208 551

持分法を適用した場合の投資利益

（百万円）
－ － －

資本金（百万円） 4,301 4,301 4,301

発行済株式総数（千株） 35,992 35,992 35,992

純資産額（百万円） 7,642 7,969 7,964

総資産額（百万円） 28,522 32,229 33,354

１株当たり四半期（当期）純利益

（円）
7.82 5.81 15.37

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益（円）
7.77 5.76 15.26

１株当たり配当額（円） － － 5.00

自己資本比率（％） 26.7 24.6 23.8

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成していないので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移については

記載していない。

２．売上高には、消費税等は含まれていない。
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（訂正後）

回次
第86期
第１四半期
累計期間

第87期
第１四半期
累計期間

第86期

会計期間
自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日

自　平成24年４月１日
至　平成24年６月30日

自　平成23年４月１日
至　平成24年３月31日

売上高（百万円） 11,039 13,473 57,898

経常利益（百万円） 418 352 668

四半期（当期）純利益（百万円） 547 202 567

持分法を適用した場合の投資利益

（百万円）
－ － －

資本金（百万円） 4,301 4,301 4,301

発行済株式総数（千株） 35,992 35,992 35,992

純資産額（百万円） 7,276 7,347 7,347

総資産額（百万円） 28,583 32,109 33,265

１株当たり四半期（当期）純利益

（円）
15.25 5.65 15.82

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益（円）
15.16 5.60 15.71

１株当たり配当額（円） － － 5.00

自己資本比率（％） 25.4 22.8 22.0

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成していないので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移については

記載していない。

２．売上高には、消費税等は含まれていない。
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第２【事業の状況】

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（訂正前）

(1) 業績の状況

当第１四半期累計期間におけるわが国経済は、震災復興需要等を背景として緩やかに回復しつつあるものの、電

力供給の制約、欧州政府債務危機等による円高の長期化やデフレの影響など、景気の先行きは不透明な状況が続い

ております。

建設業界におきましては、住宅建設は持ち直しの兆しが見られたものの、民間工事における受注・価格競争の激

化や労務費の上昇など、依然として厳しい状況が続いております。

このような状況のもと、当社は受注高確保のため、コア事業である「商業施設」の建築及び内改装工事に加え、住

宅や介護施設等の受注活動にも積極的に取り組んでまいりました。

この結果、当第１四半期累計期間の業績につきましては、売上高は134億３千６百万円（前年同期比 20.9％増）

となりました。

損益につきましては、商業施設の完成工事高の増加に伴い、完成工事総利益が増加したことなどにより、営業利益

は３億３千万円（前年同期比 276.9％増）となりました。また、営業外収益のうち貸倒引当金の戻入れ益が大幅に

減少したことなどにより、経常利益は３億４千８百万円（前年同期比 32.3％減）、四半期純利益は２億８百万円

（前年同期比 25.7％減）となりました。

セグメントの業績は、以下のとおりであります。

（建設事業）

受注高は142億３千７百万円（前年同期比 9.6％減）となりましたが、完成工事高は前期からの繰越工事高の増

加などにより132億６千２百万円（前年同期比 21.3％増）となり、次期への繰越工事高は332億７千９百万円（前

年同期比 2.5％減）となりました。そして、セグメント利益は５億１千４百万円（前年同期比 97.3％増）となりま

した。

（不動産事業）

不動産事業売上高は１億７千４百万円（前年同期比 0.0％増）、セグメント利益は２千７百万円（前年同期比

32.3％増）となりました。

(2) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

(3) 研究開発活動

研究開発活動は特段行われておりません。
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（訂正後）

(1) 業績の状況

当第１四半期累計期間におけるわが国経済は、震災復興需要等を背景として緩やかに回復しつつあるものの、電

力供給の制約、欧州政府債務危機等による円高の長期化やデフレの影響など、景気の先行きは不透明な状況が続い

ております。

建設業界におきましては、住宅建設は持ち直しの兆しが見られたものの、民間工事における受注・価格競争の激

化や労務費の上昇など、依然として厳しい状況が続いております。

このような状況のもと、当社は受注高確保のため、コア事業である「商業施設」の建築及び内改装工事に加え、住

宅や介護施設等の受注活動にも積極的に取り組んでまいりました。

この結果、当第１四半期累計期間の業績につきましては、売上高は134億７千３百万円（前年同期比 22.1％増）

となりました。

損益につきましては、商業施設の完成工事高の増加に伴い、完成工事総利益が増加したことなどにより、営業利益

は３億３千４百万円となりました。また、営業外収益のうち貸倒引当金の戻入れ益が大幅に減少したことなどによ

り、経常利益は３億５千２百万円（前年同期比 15.6％減）、四半期純利益は２億２百万円（前年同期比 63.0％

減）となりました。

セグメントの業績は、以下のとおりであります。

（建設事業）

受注高は142億３千７百万円（前年同期比 9.6％減）となりましたが、完成工事高は前期からの繰越工事高の増

加などにより132億９千８百万円（前年同期比 22.4％増）となり、次期への繰越工事高は335億４千２百万円（前

年同期比 2.1％減）となりました。そして、セグメント利益は５億１千８百万円（前年同期比 217.4％増）となり

ました。

（不動産事業）

不動産事業売上高は１億７千４百万円（前年同期比 0.0％増）、セグメント利益は２千７百万円（前年同期比

32.3％増）となりました。

(2) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

(3) 研究開発活動

研究開発活動は特段行われておりません。
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第４【経理の状況】

２．監査証明について

（訂正前）

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期会計期間（平成24年４月１日から平成24年

６月30日まで）及び第１四半期累計期間（平成24年４月１日から平成24年６月30日まで）に係る四半期財務諸表に

ついて、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けている。

（訂正後）

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期会計期間（平成24年４月１日から平成24年

６月30日まで）及び第１四半期累計期間（平成24年４月１日から平成24年６月30日まで）に係る四半期財務諸表に

ついて、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けている。

また、金融商品取引法第24条の４の７第４項の規定に基づき、四半期報告書の訂正報告書を提出しているが、訂正後

の四半期財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受け、改めて四半期レビュー報告書

を受領している。
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１【四半期財務諸表】

（1）【四半期貸借対照表】

（訂正前）

（単位：百万円）

　 　 　 　
前事業年度

（平成24年３月31日）
当第１四半期会計期間
（平成24年６月30日）

資産の部 　 　

　 流動資産 　 　

　 　 現金預金 9,714 9,387

　 　 受取手形・完成工事未収入金 16,080 14,499

　 　 未成工事支出金 945 2,003

　 　 その他 827 632

　 　 貸倒引当金 △415 △390

　 　 流動資産合計 27,152 26,134

　 固定資産 　 　

　 　 有形固定資産 4,030 4,009

　 　 無形固定資産 54 51

　 　 投資その他の資産 　 　

　 　 　 その他 2,687 2,603

　 　 　 貸倒引当金 △569 △569

　 　 　 投資その他の資産合計 2,117 2,034

　 　 固定資産合計 6,202 6,095

　 資産合計 33,354 32,229
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（単位：百万円）

　 　 　
前事業年度

（平成24年３月31日）
当第１四半期会計期間
（平成24年６月30日）

負債の部 　 　

　 流動負債 　 　

　 　 支払手形・工事未払金 18,772 17,818

　 　 短期借入金 952 770

　 　 １年内償還予定の社債 578 578

　 　 未払法人税等 36 46

　 　 未成工事受入金 970 1,092

　 　 完成工事補償引当金 82 61

　 　 工事損失引当金 153 117

　 　 賞与引当金 258 71

　 　 その他 287 711

　 　 流動負債合計 22,091 21,268

　 固定負債 　 　

　 　 社債 1,449 1,159

　 　 長期借入金 446 426

　 　 退職給付引当金 842 858

　 　 その他 561 547

　 　 固定負債合計 3,298 2,991

　 負債合計 25,390 24,259

純資産の部 　 　

　 株主資本 　 　

　 　 資本金 4,301 4,301

　 　 資本剰余金 186 186

　 　 利益剰余金 3,238 3,267

　 　 自己株式 △16 △16

　 　 株主資本合計 7,709 7,738

　 評価・換算差額等 　 　

　 　 その他有価証券評価差額金 224 199

　 　 評価・換算差額等合計 224 199

　 新株予約権 30 31

　 純資産合計 7,964 7,969

負債純資産合計 33,354 32,229
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（訂正後）

（単位：百万円）

　 　 　 　
前事業年度

（平成24年３月31日）
当第１四半期会計期間
（平成24年６月30日）

資産の部 　 　

　 流動資産 　 　

　 　 現金預金 9,714 9,387

　 　 受取手形・完成工事未収入金 15,830 14,237

　 　 未成工事支出金 944 2,001

　 　 その他 932 700

　 　 貸倒引当金 △415 △390

　 　 流動資産合計 27,007 25,937

　 固定資産 　 　

　 　 有形固定資産 4,030 4,009

　 　 無形固定資産 54 51

　 　 投資その他の資産 　 　

　 　 　 その他 2,742 2,680

　 　 　 貸倒引当金 △569 △569

　 　 　 投資その他の資産合計 2,173 2,110

　 　 固定資産合計 6,257 6,172

　 資産合計 33,265 32,109
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（単位：百万円）

　 　 　
前事業年度

（平成24年３月31日）
当第１四半期会計期間
（平成24年６月30日）

負債の部 　 　

　 流動負債 　 　

　 　 支払手形・工事未払金 19,001 18,165

　 　 短期借入金 952 770

　 　 １年内償還予定の社債 578 578

　 　 未払法人税等 36 46

　 　 未成工事受入金 1,019 1,092

　 　 完成工事補償引当金 82 61

　 　 工事損失引当金 402 285

　 　 賞与引当金 258 71

　 　 その他 287 699

　 　 流動負債合計 22,618 21,771

　 固定負債 　 　

　 　 社債 1,449 1,159

　 　 長期借入金 446 426

　 　 退職給付引当金 842 858

　 　 その他 561 547

　 　 固定負債合計 3,298 2,991

　 負債合計 25,917 24,762

純資産の部 　 　

　 株主資本 　 　

　 　 資本金 4,301 4,301

　 　 資本剰余金 186 186

　 　 利益剰余金 2,621 2,644

　 　 自己株式 △16 △16

　 　 株主資本合計 7,092 7,115

　 評価・換算差額等 　 　

　 　 その他有価証券評価差額金 224 199

　 　 評価・換算差額等合計 224 199

　 新株予約権 30 31

　 純資産合計 7,347 7,347

負債純資産合計 33,265 32,109

　

EDINET提出書類

株式会社イチケン(E00117)

訂正四半期報告書

11/17



（2）【四半期損益計算書】

【第１四半期累計期間】

（訂正前）

（単位：百万円）

　 　
前第１四半期累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

当第１四半期累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年６月30日）

売上高 11,111 13,436

売上原価 10,615 12,680

売上総利益 496 755

販売費及び一般管理費 408 425

営業利益 87 330

営業外収益 　 　

　 受取利息 1 3

　 受取配当金 6 7

　 貸倒引当金戻入額 438 25

　 その他 0 4

　 営業外収益合計 447 40

営業外費用 　 　

　 支払利息 11 10

　 支払保証料 6 6

　 その他 2 4

　 営業外費用合計 20 21

経常利益 515 348

特別損失 　 　

　 固定資産除却損 0 －

　 投資有価証券評価損 5 －

　 特別損失合計 5 －

税引前四半期純利益 509 348

法人税、住民税及び事業税 1 23

法人税等調整額 227 116

法人税等合計 228 140

四半期純利益 280 208
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（訂正後）

（単位：百万円）

　 　
前第１四半期累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

当第１四半期累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年６月30日）

売上高 11,039 13,473

売上原価 10,640 12,713

売上総利益 398 759

販売費及び一般管理費 408 425

営業利益又は営業損失（△） △9 334

営業外収益 　 　

　 受取利息 1 3

　 受取配当金 6 7

　 貸倒引当金戻入額 438 25

　 その他 0 4

　 営業外収益合計 447 40

営業外費用 　 　

　 支払利息 11 10

　 支払保証料 6 6

　 その他 2 4

　 営業外費用合計 20 21

経常利益 418 352

特別損失 　 　

　 固定資産除却損 0 －

　 投資有価証券評価損 5 －

　 特別損失合計 5 －

税引前四半期純利益 412 352

法人税、住民税及び事業税 1 23

法人税等調整額 △136 126

法人税等合計 △135 150

四半期純利益 547 202
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【注記事項】

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

（訂正前）

Ⅰ　前第１四半期累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　

報告セグメント 調整額
（百万円）
（注）1

四半期損益
計算書計上額
（百万円）
（注）2

建設事業
（百万円）

不動産事業
（百万円）

合計
（百万円）

売上高      

外部顧客への売上高 10,936 174 11,111 － 11,111

セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － － － －

計 10,936 174 11,111 － 11,111

セグメント利益 260 20 281 △193 87

（注）１．セグメント利益の調整額△193百万円には、各報告セグメントに配分していない全社費用が含まれてい

る。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費である。

２．セグメント利益は、四半期損益計算書の営業利益と調整を行っている。

　

Ⅱ　当第１四半期累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年６月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　

報告セグメント 調整額
（百万円）
（注）1

四半期損益
計算書計上額
（百万円）
（注）2

建設事業
（百万円）

不動産事業
（百万円）

合計
（百万円）

売上高      

外部顧客への売上高 13,262 174 13,436 － 13,436

セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － － － －

計 13,262 174 13,436 － 13,436

セグメント利益 514 27 542 △211 330

（注）１．セグメント利益の調整額△211百万円には、各報告セグメントに配分していない全社費用が含まれてい

る。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費である。

２．セグメント利益は、四半期損益計算書の営業利益と調整を行っている。
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（訂正後）

Ⅰ　前第１四半期累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　

報告セグメント 調整額
（百万円）
（注）1

四半期損益
計算書計上額
（百万円）
（注）2

建設事業
（百万円）

不動産事業
（百万円）

合計
（百万円）

売上高      

外部顧客への売上高 10,864 174 11,039 － 11,039

セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － － － －

計 10,864 174 11,039 － 11,039

セグメント利益 163 20 184 △193 △9

（注）１．セグメント利益の調整額△193百万円には、各報告セグメントに配分していない全社費用が含まれてい

る。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費である。

２．セグメント利益は、四半期損益計算書の営業損失と調整を行っている。

　

Ⅱ　当第１四半期累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年６月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　

報告セグメント 調整額
（百万円）
（注）1

四半期損益
計算書計上額
（百万円）
（注）2

建設事業
（百万円）

不動産事業
（百万円）

合計
（百万円）

売上高      

外部顧客への売上高 13,298 174 13,473 － 13,473

セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － － － －

計 13,298 174 13,473 － 13,473

セグメント利益 518 27 546 △211 334

（注）１．セグメント利益の調整額△211百万円には、各報告セグメントに配分していない全社費用が含まれてい

る。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費である。

２．セグメント利益は、四半期損益計算書の営業利益と調整を行っている。
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（１株当たり情報）

（訂正前）

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下の

とおりである。

　
前第１四半期累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

当第１四半期累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年６月30日）

(1）１株当たり四半期純利益（円） 7.82 5.81

（算定上の基礎）  　

四半期純利益（百万円） 280 208

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益（百万円） 280 208

普通株式の期中平均株式数（千株） 35,898 35,897

(2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益（円） 7.77 5.76

（算定上の基礎）  　

四半期純利益調整額（百万円） － －

普通株式増加数（千株） 217 278

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益の算定に含めなかった潜在株式

で、前事業年度末から重要な変動があったものの概

要

─────── ─────── 

（訂正後）

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下の

とおりである。

　
前第１四半期累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

当第１四半期累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年６月30日）

(1）１株当たり四半期純利益（円） 15.25 5.65

（算定上の基礎）  　

四半期純利益（百万円） 547 202

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益（百万円） 547 202

普通株式の期中平均株式数（千株） 35,898 35,897

(2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益（円） 15.16 5.60

（算定上の基礎）  　

四半期純利益調整額（百万円） － －

普通株式増加数（千株） 217 278

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益の算定に含めなかった潜在株式

で、前事業年度末から重要な変動があったものの概

要

─────── ─────── 
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

  平成２５年９月１２日

株式会社イチケン   

取締役会　御中   

 有限責任監査法人　トーマツ  

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 山口弘志  

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 秦　　一二三  

当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社イチ

ケンの平成２４年４月１日から平成２５年３月３１日までの第８７期事業年度の第１四半期会計期間（平成２４年４月

１日から平成２４年６月３０日まで）及び第１四半期累計期間（平成２４年４月１日から平成２４年６月３０日まで）

に係る訂正後の四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行っ

た。

四半期財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を

作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に

表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結論

を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社イチケンの平成２４年６月３０日現在の財政状態及び同日をもって終

了する第１四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められ

なかった。

強調事項

注記事項（四半期貸借対照表関係）１．偶発債務(2）に記載されているとおり、会社は平成２２年３月に締結した工事

請負契約について、契約は無効である旨の主張を行っているが、会社は当該発注者より建物建築工事を求める旨の請負工

事履行請求訴訟及び引き渡し遅延による違約金（４３６百万円）を求める旨の違約金請求訴訟を受けている旨、注記して

いる。

当該事項は、当監査法人の結論に影響を及ぼすものではない。

その他の事項

四半期報告書の訂正報告書の提出理由に記載されているとおり、会社は、四半期財務諸表を訂正している。なお、当監査

法人は、訂正前の四半期財務諸表に対して平成２４年８月９日に四半期レビュー報告書を提出した。

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上
　

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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